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64．⼦どもと病気の看護

専⾨職業⼈として⾃⼰研鑽する⼒

到達⽬標

１）さまざまな健康状態にある⼩児とその家族について、既習の知識を活かしてイメージ
を表現することができる
２）⼩児の疾患に応じた看護のポイントを知り、対象に適した看護実践⽅法を表現するこ
とができる

科⽬⽬標
さまざまな健康状態にある⼩児とその家族を対象に、疾病の状態に応じた看護について理
解できる

ディプロマポリ
シー(DP)

⼈を⼤切にするこころ
現象を適切に把握し地域で⽣活する⼈を⽀える看護実践⼒
チームの中で連携・協働するための⼒

科⽬名

履修年次 2年次 科⽬区分

疾病をもつ⼦どもの看護
①

講義

回 学習項⽬
授業
⽅法

1 ①

学習内容

⾝体のバランスを整える機能の障害を伴う病気を患う実際の児と家族の
様⼦
⼦どもと家族への看護を考える

疾病をもつ⼦どもの看護
③

講義
演習

3 ③

疾病をもつ⼦どもの看護
②

講義
演習

2 ②
アレルギー症状を伴う病気を患う実際の児と家族の様⼦
⼦どもと家族への看護を考える

咳・発熱・脱⽔を伴う病気を患う実際の児と家族の様⼦
⼦どもと家族への看護を考える

疾病をもつ⼦どもの看護
④

講義
演習

4 ①

疾病をもつ⼦どもの看護
⑥

講義
演習

6 ①
浮腫、⾎尿・タンパク尿を伴う病気を患う実際の児と家族の様⼦
⼦どもと家族への看護を考える

疾病をもつ⼦どもの看護
⑤

講義
演習

5 ②

物質の流通（呼吸）や⾷べて出す機能の障害を伴う病気を患う実際の児
と家族の様⼦
⼦どもと家族への看護を考える

チアノーゼ・不整脈や出⾎斑を伴う病気を患う実際の児と家族の様⼦
⼦どもと家族への看護を考える

疾病をもつ⼦どもの看護
⑧

講義8
こどもの事故と看護
⼦どもと家族への看護を考える

疾病をもつ⼦どもの看護
⑦

講義
演習

7 ②
⼼⾝のバランスを整える機能と動く機能の障害を伴う病気を患う実際の
児と家族の様⼦
⼦どもと家族への看護を考える
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